対策問題１（政経学部方式）
Ａ　１　ロ　　　２　ニ　　　　３　Ａ＝歯舞　　Ｂ＝色丹
Ｂ　採点ポイントは以下のようになる。
①本格的な政党内閣であるとの指摘（立憲政友会が母体）
②積極政策を推進したことを説明（高等教育の充実や鉄道網の整備など）
③原首相の普選運動への姿勢を説明（時期尚早として冷淡な態度を示した。選挙法を改正
　して政友会を大勝に導いた。）
④政権末期の行き詰まりを指摘（戦後恐慌の発生・汚職事件の多発）
　以上のポイントの中でも③の説明は史料（２）をしっかり読み取るという意味でも重要度は高いといえる。
対策問題２（商学部形式）
問Ａ　２・５　　　問Ｂ　２・３　　　問Ｃ　４・５　　　問Ｄ　３・４　　　
問Ｅ　１・５
